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盤業界で進むデータ活用に対応
Eplan×三菱電機福山製作所　Eplan Data Portal活用法Eplan×三菱電機福山製作所　Eplan Data Portal活用法

盤業界のデータ活用に対する
機器メーカーの対応

　製造業をはじめ、社会全体のデジタル化・DXの流
れ、さらには盤業界における電気CADの普及に伴
い、盤の設計プロセスでは、Eplan Data Portalのよ
うなデータライブラリから機器の3Dデータをダウン
ロードして図面に使うといった、設計の効率化手法が
浸透してきている。
　機器メーカーにとってEplan Data Portalに自社製
品を登録しないことは、設計者との接点を少なくし、
機会損失を生む原因となる。福山製作所でもそれを意
識し、盤業界のデータ活用の時代への対応を進めてい
る。
　「盤の設計においては今後、電気CADをはじめさ
まざまなツールの利用頻度が高まっていくことが予想
されます。その際に3Dデータを登録して誰でも使え
る状態にしておかないと、設計者からはスルーされて
しまう恐れがあります。Eplan Data Portalには同業
他社も多くの製品を登録しています。当社もより拡販
していくためには、もっと活用していかなければいけ
ないと思っています」（営業部遮断器営業課・熊原尚
也氏）

低圧遮断器を中心に5000点超を登録

　現在、福山製作所のEplan Data Portalへの製品登
録は、低圧遮断器と低圧開閉器、電力管理用計器など
小形の低圧機器を5000点以上登録している。
　熊原氏は「低圧遮断器では30AFや60AFの小形をメ
インに登録しています。電気CADにデータを登録し
ておけば設計者もそれを有効活用できると考え、よく
使われる製品を中心にラインアップを絞って登録をし
ています。お客さまからのリクエストがあった場合や
新製品のタイミングで登録を追加するようにしていま
す」と言う。
　定期的に3Dデータがダウンロードされており、
「さまざまなユーザーからダウンロードされていると
いう印象です。自動車メーカーや半導体製造装置メー
カーでも多くダウンロードされており、スペックイン
されていることが分かって良い」（熊原氏）。
　三菱電機グループとして本社を中心に2019年ごろか
らWEBサイトのリニューアルをはじめ、デジタルマ
ーケティングやデータを活用した販促活動を推進して
いる。各製作所や支社もそれと連携して動くと同時
に、独自の取り組みを進めている。

カーボンニュートラルに向けて
配電制御とFA機器の連携を強化

　近年のカーボンニュートラルのトレンドの中で、工
場建屋のファシリティだけでなく、生産ライン、生産
設備でも電力監視や省エネの必要性が高まっている。
それに伴ってエンドユーザーの工場ではファシリティ
のエネルギー管理者と、生産ラインを管理する生産技
術部門との連携も始まっている。

　そうした状況の変化に対応するため、配電制御機器
の中核地点である福山製作所としても、カーボンニュ
ートラルに貢献する製品の提案強化と、シーケンサや
サーボモータなどFA事業の中核拠点である名古屋製
作所との密な連携を進めていくという。
　現在、カーボンニュートラル需要を背景に拡販を強
化しているのが、計測機器部品を遮断器本体に内蔵
し、1台で電路監視と高度なエネルギー管理が可能と
なる低圧遮断器「MDUブレーカ」だ。
　同製品は、遮断器と計測機器をそれぞれに独立して
設置する場合の配線工事が要らず、盤の省スペース化
に貢献。作業工程が少なくなっているので、工期短
縮、工事費の削減が可能。電路を常時監視して見える
化することで省エネ活動にも役立ち、電路情報は上位
システムに伝送して工場全体の省エネ化を支援する。

三菱電機の省エネモデル工場
工場見学も受け入れ中

　また、福山製作所は三菱電機グループの省エネモデ
ル工場と位置付けられており、1997年から工場見学を
受け入れ、1997年から2010年までで7000社、1万4000
人以上が参加。近年もカーボンニュートラルに伴って
増えているという。
　熊原氏は「1997年に本格的に省エネ活動を展開し始
め、ここ福山製作所で開発・製造した計測機器を使っ
て設備ごとの原単位管理の見える化を実践し、結果、
2010年度には1996年度と比べて1億円もの省エネを実
現し、それ以降もさらに多くの取り組みを行っていま
す。省エネを実現したいというお客さまに対して工場
見学を行い、年間100件以上を受け入れています。ま
た期に数回、公開遮断試験も行い、遮断器の重要性の
啓発も行っています」とし、ぜひ工場見学で省エネの
様子を見てもらいたいとしている。

ットワークに対応してお
り、また遮断器を流れる負
荷電流、線間電圧、電力、
電力量、高調波電流、漏洩
電流、力率を計測・表示し
てきめ細かなエネルギー管
理が実現でき、カーボンニ
ュートラル対策としてニー
ズが高くなっています。名
古屋製作所ともより密にコ
ミュニケーションを取り、
同じ盤に入る機器として、
福山製作所の配電制御機器
と名古屋製作所のFA機器
をうまく連携することで、
お客さまのカーボンニュー
トラル実現にもっと応えら
れるようになると考えてい
ます」と言う。

 https://www.mitsubishielectric.co.jp/factory-projectme/fukuyama/report.html

　三菱電機福山製作所は、低圧遮断器（ブレーカ）をはじめ、電力量計、指示計器、省エネ支援機器など三
菱電機グループにおける配電制御機器分野の開発・製造の中核拠点として、日本国内はもちろん、世界中の
需要に対応している。Eplan Data Portalへは、福山製作所として2015年から製品登録をはじめ、現在は低
圧遮断器を中心に小形の低圧機器を登録。盤業界のデジタル化やデータ活用への対応を強化している。

　また事故原因や事故電流
をメモリに記録でき、事故
の予防や設備保全にも有効
に使うことができる。ノー
ヒューズ遮断器、漏電遮断
器、漏電アラーム遮断器の
3種類をラインアップして
いる。
　熊原氏は「MDUブレー
カは、電路情報を計測・表
示・伝送するMDU（Mea 
suring Display Unit）計測
表示ユニットと遮断器本体
を一体化し、省スペース・
省施工での省エネ活動を支
援する遮断器です。B／
NET伝送、CC－Link通
信、MODBUS通信、電力
量パルス出力など多彩なネ


